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IV

本書について
『芸術家のための動物解剖学（原題：Handbuch der Anatomie der Tiere für Künstler）』は、テキストによる

教科書と5冊の図譜からなる計 6巻組の書籍である。1900年頃から出版され始め、テキスト巻

（1900）、第1巻ウマ（1898-1900）、第2巻ウシ（1896-1901）、第3巻ライオン（1905）、第4巻ヤギ・

シカ・ノロジカ（1909）、第 5巻グレートデーン（1911）の順に出版された。本書の影響力は大きく、

美術解剖学、比較解剖学、家畜解剖学、獣医学など数多くの動物解剖学書に引用された。

　著者のヴィルヘルム・エレンベルガー（Ellenberger, Wilhelm. 1848-1929）は、ドレスデン獣医学

校の解剖生理学の教授を務めた動物解剖学者であり、弟子で共著者のヘルマン・バウム（Baum, 

Hermann. 1864-1932）とともに現代的な獣医解剖学および獣医生理学の始祖とされる。

　彼らの代表作『家畜の比較解剖学ハンドブック（Handbuch der vergleichenden Anatomie der Haustiere）』

は、19世紀末（初版年不明、1890年頃に第 6版）に出版され、今なお販売され続けている。この

書籍の図を担当し、その後『芸術家のための動物解剖学』の図を描いた画家が、ヘルマン・ディッ

トリッヒ（Dittrich, Hermann. 1868-1946）である。

　ディットリッヒは、ドレスデン美術大学出身の画家で、1909年から1933年にかけて同大学の美術 

解剖学の教授を務めた。ドレスデン美術大学は、美術解剖学教育の名門で、20世紀における 

美術解剖学教育の大家ゴットフリード・バメス（Bammes, Gottfried. 1924-2007）を輩出している。

　ディットリッヒは卓越した描画能力によって、目で見た印象に近い写実的な光景を画面の中に

再現することができた。本書に掲載された精緻な図版は、生きた動物と解剖体双方の観察に基づ

いており、図とほぼ同じ姿勢をとった動物の解剖写真がドレスデン獣医学校の資料に残っている。 

元になった解剖写真と図の大きな違いは、筋の膨らみや張りである。解剖した状態は、筋が弛緩し、

痩せ、生気が失われる。それをディットリッヒは画面の中で生き生きとした状態に復元している。

　これまで入手可能であった『芸術家のための動物解剖学』の復刻版は、1949年にアメリカの

ドーヴァー出版から刊行された『An atlas of animal anatomy for artists』である。ドーヴァー版では、 

原著の解説テキストを省略し、イギリスの画家ジョージ・スタッブス（Stubbs, George. 1724-1806）

による馬の解剖図など、別の書籍から様 な々動物の解剖図を集めて再編集された。

ジョージ・スタッブス『馬の解剖学（原題：The anatomy of the horse）』（1766）より骨格の第3図。



V

　ボーンデジタルの復刻版では、オリジナルの 6 巻のうち、テキストによる教科書以外の 5 巻を 

日本語版として原著から翻訳・編集した。ほかの書籍から図を引用しないかわりに、これまで 

出版された復刻書や引用書のなかで最も原著に近い内容になっている。

　新たに追加した内容としては、図の上に構造名を書き込むための線画を加えた。スタッブスのよ

うな古典的な解剖図譜では、描写された解剖図の横に同じ輪郭の線画を並べ、その上に用語や

記号を記載することがある。描写量の多い図版の上に記載する文字情報を抑え、なおかつ用語

が対応する部位を理解しやすくさせるための配慮である。本書でもそれにならい、原図の次のペー

ジに対応する線画を配した。

　そして最も重要なことであるが、図譜に添えられた解説テキストを収録した。解説テキストには

雌雄の特徴や皮下に触ることができる構造など、図を眺めただけでは得られない情報が端的に 

書かれている。言葉の手引きによって実際の動物を確認してみたいという気持ちになる読者もお

られるだろう。エレンベルガーとバウムによる記述と、ディットリッヒによる図の相互作用によって、

内容の理解がいっそう深まっていくはずである。

　最後に、本書に詳しい方々からしばしば指摘されるイヌのプレート5（p. 258）の頭蓋骨の描写

について少し触れておきたい。イヌの眼窩はプレート3（p. 254）やプレート14（p. 276）の側面図に 

見られるように上後方が閉じていないため、プレート5のように閉じているのは不自然に思われる。 

この眼窩を閉じる構造は眼窩靱帯と考えられ、本文 p. 301の12'で軽く触れられている。

　本編未収録のテキスト巻でも眼窩の形態について触れており、本文には「ブタと肉食動物では、

前頭骨と頬骨の間にある眼窩口の上方部分は、骨のアーチではなく、靱帯で形成される」（p. 187）

とあり、顔面角を示した小図（p. 47）には、ネコの頭蓋骨に眼窩靱帯が描写されている。『家畜の

比較解剖学ハンドブック』では「ブタ、イヌ、ネコでは、前頭骨と頬骨の間に隙間があり、強靭な 

眼窩靱帯によって閉じている」（第 15版、p. 902）とある。したがって著者も画家も知らない訳では

なく、あえて描いたと考えられるため、特に図に修正などを加えずそのままにした。

　100年を超えて受け継がれてきた本書が、動物に関わるアーティストや医療従事者、愛好家 

たちのリファレンスとなり、末長く愛される一冊となることを心から願っている。

2019年12月

テキスト巻（未収録）p. 47に掲載された顔面角を示す図。 
右上のネコの頭蓋骨に眼窩靱帯が描かれている。



VI



1

ウマ 
観察に基づく20枚の図版
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図1：生体の側面図

プレート1



3ウマ

16 腸骨＜ちょうこつ＞の寛結節＜かんけっせつ＞

21' 外側顆＜がいそくか＞

4' 上腕骨＜じょうわんこつ＞の 
外側上顆＜がいそくじょうか＞

6 三角筋粗面 
＜さんかくきんそめん＞

2 肩甲棘＜けんこうきょく＞

× 環椎翼＜かんついよく＞
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図2：薄い皮
ひきん
筋を除去した浅層筋の側面図

プレート2
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y 頭最長筋＜とうさいちょうきん＞
× 環椎翼＜かんついよく＞

x 菱形筋＜りょうけいきん＞

w 板状筋＜ばんじょうきん＞

a 僧帽筋＜そうぼうきん＞の頸部＜けいぶ＞

c 上腕頭筋＜じょうわんとうきん＞ 
の頭部＜とうぶ＞

d 胸骨頭筋＜きょうこつとうきん＞

i' 胸腹鋸筋＜きょうふくきょきん＞の頸部＜けいぶ＞

v 頸皮筋＜けいひきん＞

h' 深胸筋＜しんきょうきん＞の前部

z 棘上筋＜きょくじょうきん＞

2 肩甲棘＜けんこうきょく＞

c' 上腕頭筋＜じょうわんとうきん＞ 
の頸部＜けいぶ＞

e' 三角筋＜さんかくきん＞の起始腱＜きしけん＞

e 三角筋＜さんかくきん＞

g 浅胸筋＜せんきょうきん＞の前部

6 三角筋粗面＜さんかくきんそめん＞

f 上腕三頭筋＜じょうわんさんとうきん＞の 
長頭＜ちょうとう＞

4' 上腕骨の外側上顆＜がいそくじょうか＞

8 肘頭＜ちゅうとう＞
h 深胸筋＜しんきょうきん＞

i 胸腹鋸筋＜きょうふくきょきん＞

l 外腹斜筋＜がいふくしゃきん＞
l' 外腹斜筋＜がいふくしゃきん＞の腱膜＜けんまく＞

o' 大腿筋膜＜だいたいきんまく＞

o'' 浅殿筋＜せんでんきん＞
o 大腿筋膜張筋 
＜だいたいきんまくちょうきん＞
q 大腿二頭筋 
＜だいたいにとうきん＞の前部

q' 大腿二頭筋＜だいたいにとうきん＞の中部
q'' 大腿二頭筋＜だいたいにとうきん＞の後部

21' 外側顆＜がいそくか＞

s 内背側仙尾筋 
＜ないはいそくせんびきん＞

t 外背側仙尾筋 
＜がいはいそくせんびきん＞

u 尾骨筋＜びこつきん＞

r 半腱様筋＜はんけんようきん＞

l'' 皮筋の残部

20 膝蓋骨 
＜しつがいこつ＞

f’ 上腕三頭筋＜じょうわんさんとうきん＞の 
外側頭＜がいそくとう＞

a' 僧帽筋＜そうぼうきん＞の 
胸部＜きょうぶ＞

m 後背鋸筋＜こうはいきょきん＞
m' 胸腰筋膜＜きょうようきんまく＞
18. R. 第十八肋骨＜ろっこつ＞

16 寛結節＜かんけっせつ＞
p' 殿筋膜＜でんきんまく＞

k 広背筋 
＜こうはいきん＞

z' 外肋間筋 
＜がいろっかんきん＞

プ
レ
ー
ト 

2'
　
図
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図3：�骨格の側面図

プレート3
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18. R. 第十八 
肋骨＜ろっこつ＞

16 寛結節 
＜かんけっせつ＞

6. L. 第六 
腰椎＜ようつい＞

1. L. 第一 
腰椎＜ようつい＞

17. R. 第十七 
胸椎＜きょうつい＞

1' 肩甲軟骨＜けんこうなんこつ＞
2 肩甲棘＜けんこうきょく＞

1. R. 第一胸椎＜きょうつい＞
7. H. 第七頸椎＜けいつい＞

1. H. 第一頸椎＜けいつい＞

5 大結節＜だいけっせつ＞

4 上腕骨＜じょうわんこつ＞

6 三角筋粗面＜さんかくきんそめん＞

14 胸骨＜きょうこつ＞

4' 外側上顆＜がいそくじょうか＞

× 環椎翼＜かんついよく＞

1 肩甲骨＜けんこうこつ＞

6. R. 第六肋骨 
＜ろっこつ＞

20 膝蓋骨＜しつがいこつ＞

27 小転子 
＜しょうてんし＞ 28 第三転子 

＜だいさんてんし＞

19 大転子＜だいてんし＞

17 坐骨結節 
＜ざこつけっせつ＞

1. S. 第一尾椎＜びつい＞

K. 仙骨＜せんこつ＞

16' 仙結節＜せんけっせつ＞

18 大腿骨 
＜だいたいこつ＞

11 豆状骨＜とうじょうこつ＞
10 手根骨＜しゅこんこつ＞

9 橈骨＜とうこつ＞ 7 尺骨＜しゃっこつ＞
8 肘頭＜ちゅうとう＞
6. K. 第六肋軟骨＜ろくなんこつ＞
14'' 剣状突起＜けんじょうとっき＞

12 中手骨＜ちゅうしゅこつ＞

13 指骨＜しこつ＞

21' 外側顆＜がいそくか＞

16. S. 第十六 
尾椎＜びつい＞

15 骨盤＜こつばん＞

23 腓骨＜ひこつ＞

21 脛骨＜けいこつ＞

24 踵骨隆起＜しょうこつりゅうき＞

22 足根骨＜そっこんこつ＞

25 中足骨＜ちゅうそくこつ＞

26 趾骨＜しこつ＞

プ
レ
ー
ト 
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図
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プレート4
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プレート5
図7：�
生体の後面図

図8：�
筋の後面図

図9：�
骨格の後面図
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21 脛骨＜けいこつ＞

23 腓骨＜ひこつ＞

21' 外側顆＜がいそくか＞
21' 脛骨＜けいこつ＞の 
外側顆＜がいそくか＞

18' 外側顆＜がいそくか＞

20 膝蓋骨＜しつがいこつ＞

18 大腿骨＜だいたいこつ＞

28 第三転子 
＜だいさんてんし＞

27 小転子＜しょうてんし＞

19 大転子＜だいてんし＞
15 骨盤＜こつばん＞

16 寛結節 
＜かんけっせつ＞16 寛結節＜かんけっせつ＞16 寛結節 

＜かんけっせつ＞

34 肛門＜こうもん＞

35 外陰部＜がいいんぶ＞

19 大腿骨の 
大転子＜だいてんし＞

o'' 浅殿筋 
＜せんでんきん＞

16' 仙結節 
＜せんけっせつ＞

K 仙骨＜せんこつ＞
1. S. 第一 
尾椎＜びつい＞

p' 殿筋膜 
＜でんきんまく＞

s 内背側仙尾筋 
＜ないはいそくせんびきん＞

t 外背側仙尾筋 
＜がいはいそくせんびきん＞

17 坐骨結節＜ざこつけっせつ＞
17 坐骨結節 
＜ざこつけっせつ＞

16. S. 第十六 
尾椎＜びつい＞

24 踵骨隆起＜しょうこつりゅうき＞

22 足根骨 
＜そっこんこつ＞ 25' 副中足骨＜ふくちゅうそくこつ＞25' 副中足骨＜ふくちゅうそくこつ＞

a 前脛骨筋＜ぜんけいこつきん＞

e 深趾屈筋＜しんしくっきん＞

e 深趾屈筋＜しんしくっきん＞
f ' アキレス腱
f '' ヒラメ筋

f  腓腹筋＜ひふくきん＞

q'' 大腿二頭筋 
＜だいたいにとうきん＞

q' 大腿二頭筋 
＜だいたいにとうきん＞

q 大腿二頭筋 
＜だいたいにとうきん＞

o 大腿筋膜張筋 
＜だいたいきんまくちょうきん＞

d 外側趾伸筋＜がいそくししんきん＞

e 深趾屈筋＜しんしくっきん＞
e'' 後脛骨筋＜こうけいこつきん＞
m 長趾屈筋＜ちょうしくっきん＞

ｗ 薄筋＜はっきん＞

r 半腱様筋 
＜はんけんようきん＞

v 半膜様筋 
＜はんまくようきん＞

d 外側趾伸筋＜がいそくししんきん＞

25 主中足骨＜しゅちゅうそくこつ＞
25 主中足骨＜しゅちゅうそくこつ＞

25'' 小頭＜しょうとう＞
25'' 小頭＜しょうとう＞

29 種子骨＜しゅしこつ＞
30 基節骨＜きせつこつ＞（第一趾骨＜しこつ＞）

31 中節骨＜ちゅうせつこつ＞（第二趾骨＜しこつ＞）
32 末節骨＜まっせつこつ＞（第三趾骨＜しこつ＞）

33 種子骨 
＜しゅしこつ＞

h 骨間筋＜こっかんきん＞h 骨間筋＜こっかんきん＞

e' 深趾屈筋 
＜しんしくっきん＞の腱

g 浅趾屈筋 
＜せんしくっきん＞の腱

g 浅趾屈筋＜せんしくっきん＞の腱
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